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1. はじめに 

我々は、新たな防曇材料として南九州特有の火山噴

出物であるシラスに着目し、現在までにスパッタ法に

より薄膜化することで超親水性を示すことを確認して

いる 1)。超親水性は防曇技術に応用できるが、防曇性

の維持が課題となっていた。これまで、ガラスの相分

離現象を利用した薄膜構造の多孔質化による吸水性の

付与によって解決を試み、長期にわたって周囲の湿度

変化によって水分の吸水、水膜の形成が繰り返し起こ

る薄膜構造を実現している 2)。しかし、一般的に熱処

理が必要な相分離現象では、需要が高まる耐熱性に乏

しい基板に対応できない。よって本研究では、シラス

薄膜の低温での相分離スパッタ技術開発を目的とし、

熱エネルギーに代わり薄膜構造に影響を与えるスパッ

タ粒子の運動エネルギーの利用を試みた。具体的には、

成膜条件がスパッタ粒子の運動エネルギーに与える影

響とその運動エネルギーに対する薄膜の成分化学組成

比の変化を調査した。また、薄膜の表面構造の評価で

は、現在、低温での相分離は確認できていない。 

2. 実験方法 

シラス薄膜の作製には RF マグネトロンスパッタリ

ング装置(本研究室オリジナル)を用い、ターゲットは

シラスを主原料とし、アルカリ及びアルカリ土類金属

等を添加して作製した相分離性母ガラス(φ3inch×4t)、

スッパッタガスは Ar ガス(4N)を用いた。また、成膜条

件としてガス圧力をプロセスパラメータとし、膜厚は

500nm とした。薄膜の多孔質化を目的とした酸処理は

1×10-5N-HCl により行った。スパッタ粒子の運動エネ

ルギーは Thompson の式及び Kevin-Meyer の式を用い

て算出した 3)。また、薄膜の成分化学組成比は XRF、

表面構造は SPM 及び SEM を用いて評価した。 

3. 結果および考察 

スパッタ粒子の運動エネルギーはガス圧力が小さく

なると急激に増加した。Fig.1 にスパッタ粒子の運動エ

ネルギーに対する薄膜の成分化学組成比の内、相分離

に影響を与える Al2O3と MgO の変化を示す。スパッタ

粒子の運動エネルギーの増加に対して、Al2O3は U 字

型に変化し、MgO は単調減少している。これらは、ス

パッタ粒子の質量の違いが原因だと考えられる。他の

成分化学組成比と薄膜構造の詳細は当日報告する。 

 

4. 結論 

成膜条件とスパッタ粒子の運動エネルギーとの関係

とスパッタ粒子の運動エネルギーに対する薄膜の成分

化学組成比の変化を確認した。得られた薄膜は熱処理

による相分離を確認しているため、相分離する成分化

学組成にあるといえ、低温での相分離はより大きいス

パッタ粒子の運動エネルギーが必要だと考えている。 
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Fig. 1. Al2O3と MgO の成分化学組成比の変化 
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